
救急・急患として病院を
訪れた方への対応

外来処置
89%

成　人
30%

未成年者
6%

高齢者
64%

入院処置
11%

約９割の方が外来処置でした。

１１９番通報により
救急搬送された方への対応

入院することとなった方は約７割でし
た。

入院処置
66%

外来処置
34%

救急・急患として病院を
訪れた時間

９割以上の方が診療時間外に受診されて
います。

診療時間外
95%

診療時間内
5%

１１９番通報により
救急搬送された方の内訳

約６割が65歳以上の方です。

救急・急患として病院を
訪れた方の内訳

約４割が64歳までの成人の方です。一方、
未成年者の約６割は、０～６歳までの乳
幼児の方です。

高齢者
22%

成　人
43%

未成年者
35%

１１９番通報により
救急搬送された時間

約４割が診療時間内に、６割の方が診療
時間外に病院へ搬送されています。

診療時間内
39%

診療時間外
61%

第
２
回
文
芸
講
演
会

　

鹿
児
島
ゆ
か
り
の
俳
人
た
ち
の
魅

力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
時
】＝
８
月
29
日（
土
）13
時
30
分
〜

15
時

【
所
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館　

多

目
的
映
像
ホ
ー
ル

【
講
師
】＝
県
俳
人
協
会
俳
誌「
河か

鹿じ
か

」

主
宰　

淵ふ
ち
わ
き脇
護ま
も
る

氏

【
テ
ー
マ
】＝「
か
ご
し
ま
俳
句
よ
も

や
ま
話
ー
碧へ

き

梧ご

桐と
う

と
山さ
ん

頭と
う

火か

を
中
心

に
ー
」

【
定
員
】＝
１
０
２
人
に
な
り
次
第
、

締
切

【
入
館
料
】＝
無
料
（
多
目
的
映
像

ホ
ー
ル
の
み
）

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

内
）０

９
９
６（
２
５
）５
５
８
０

薩
摩
川
内
市　
　
　
　
　
　

ホ
ッ
ケ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

軽
く
て
軟
ら
か
い
ス
ー
パ
ー
ホ
ッ

ケ
ー
用
具
を
使
用
し
た
大
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
９
月
６
日（
日
）８
時
30
分
か
ら

【
所
】＝
樋
脇
屋
外
人
工
芝
競
技
場

＊�

雨
天
時
は
、
樋
脇
総
合
運
動
場
体

育
館
で
あ
り
ま
す
。

【
内
容
】＝
小
学
生
の
部
・
レ
デ
ィ
ー

ス
の
部
の
競
技
大
会

【
問
合
先
】＝
市
ホ
ッ
ケ
ー
協
会　

小こ

原ば
ら

一か
ず

文ふ
み

０
９
９
６（
３
７
）３
５
６
０

認
知
症
予
防
講
演
会

【
講
師
】＝
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医　

長な
が

友と
も

医い

継つ
ぎ

氏（
玉
水
会
病
院
医
師
）�

【
演
題
】＝
認
知
症
の
理
解
ー
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は

【
入
場
料
】＝
無
料

＊�

中
央
公
民
館
と
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
公
共
の
交
通
機
関
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
で

来
ら
れ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
乗

り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

＊�

樋
脇
地
域
は
１
月
、
東
郷
地
域
は

２
月
に
実
施
予
定
で
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
市
民
健
康
課
健
康

指
導
Ｇ（
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
内
）

０
９
９
６（
２
２
）８
８
１
１

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り　

　
　
　

ア
ン
コ
ー
ル
上
映
会

【
時
】＝
９
月
13
日（
日
）

▼
１
回
目
＝
10
時
〜
11
時
30
分

▼
２
回
目
＝
14
時
〜
15
時
30
分

【
所
】＝
中
央
公
民
館　

大
研
修
室

【
内
容
】＝
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理
解

と
地
域
の
中
で
生
き
る
こ
と
の
意
味

を
問
う
も
の
で
す
。

【
入
場
料
】＝

▼�

障
害
者
、
要
介
護
者
、
小
・
中
学

生
＝
５
０
０
円

▼
一
般
＝
１
０
０
０
円

＊
当
日
券
は
、
各
２
０
０
円
増
し

【
問
合
先
】＝
協
同
の
組
織
む
ぎ
の
め

薩
摩
川
内　

０
９
９
６（
２
１
）１
２
２
１

て
ら
や
ま
ん
ち
無
料
開
放

　

少
年
自
然
の
家
に
あ
る
い
ろ
い
ろ

な
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
、
体
力
づ

く
り
や
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

【
時
】＝
９
月
６
日（
日
）10
時
〜
15
時

＊
12
時
〜
13
時
は
除
く

【
所
】＝
少
年
自
然
の
家

【
内
容
】＝
冒
険
の
森（
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
施
設
）、
自
転
車
モ
ト
ク
ロ
ス
、

て
ら
や
ま
ん
ち
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

か
っ
と
い
車
、
綿
あ
め
作
り

＊�

雨
天
時
＝
ど
ん
ぐ
り
ト
ト
ロ
・
か

さ
袋
ロ
ケ
ッ
ト
の
工
作
、
室
内

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
、
綿
あ
め
作
り

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

＊�

た
だ
し
、「
冒
険
の
森
」と「
自
転

車
モ
ト
ク
ロ
ス
」は
小
学
４
年
生

以
上
、「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」は
２

人
以
上
の
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
】＝
無
料

【
準
備
す
る
も
の
】＝
活
動
し
や
す
い

服
装
、
飲
み
物
、
昼
食（
必
要
な
方

の
み
）、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど

【
問
合
先
】＝
少
年
自
然
の
家

０
９
９
６（
２
９
）２
１
１
４

日
曜
わ
く
わ
く
工
作
体
験　

　
「
君
だ
け
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

　
　
　
　

  

月
を
作
ろ
う
！
」

　

今
年
は
月
に
初
め
て
人
類
が
降
り

立
っ
て
か
ら
40
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
す
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
月
を
、
あ

な
た
の
好
き
な
色
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
時
】＝
９
月
６
日（
日
）13
時
〜
16
時

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館

【
内
容
】＝
中
秋
の
名
月（
10
月
３
日
）

に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
白
い
月
を

好
き
な
色
に
着
色
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
定
員
】＝
先
着
25
人

【
参
加
料
】＝
50
円（
材
料
代
）

＊
１
人
１
セ
ッ
ト
の
み
作
り
ま
す
。

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
内
）

０
９
９
６（
３
１
）４
４
７
７

市
民
星
空
観
望
会　
　
　

「
木
星
と
海
王
星
の
観
察
会
」

　

太
陽
系
の
惑
星
の
中
で
、
最
大
の

木
星
と
最
遠
の
海
王
星
が
見
ご
ろ
を

迎
え
て
い
ま
す
。
初
秋
の
星
空
と
と

も
に
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
時
】＝
９
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）、

19
日（
土
）、
20
日（
日
）　

各
19
時
〜

21
時

＊
雨
天
・
曇
天
時
は
中
止

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館　

観
測
室

【
内
容
】＝
木
星
と
海
王
星
や
秋
の
星

空
を
中
心
と
し
た
観
察
と
解
説

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
内
）

０
９
９
６（
３
１
）４
４
７
７
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催
　
し

　

９
月
９
日
を
中
心
と
す
る
救
急
医

療
週
間
に
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
見
学
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
＝

【
救
急
医
療
市
民
講
座
】

▼
川
内
市
医
師
会

　

０
９
９
６（
２
３
）４
６
１
２

【
救
急
医
療
市
民
講
座
・
集
団
救
急

事
故
訓
練
】

▼
消
防
局
警
防
課

　

０
９
９
６（
２
２
）０
１
１
９

項 目 時 所 内　　　　容

救急医療�
市民講座

９/５（土）�
13:00

16:30

サンドーム
せんだい

「普通救命講習　300人で心肺蘇生法を」�
●内容＝心肺蘇生法（ＡＥＤを含む）�
●�対象＝小・中学校（児童、生徒、保護者、
教員）、各地区コミュニティ協議会、各
自主防災組織、各企業・団体など
＊申込者に限る（300人になり次第、締切）

集団救急�
事故訓練

９/９（水）�
9:09

9:50

ガラッパー
クせんだい

●�内容＝多数の要救助者が発生した場合
の対応訓練を実施します。
●�対象＝どなたでも見学することができ
ます。

助かる命を救いたい！
医療資源は限りあるものです

　地方、都市を問わず全国規模で深刻化する医
師不足や診療科の閉鎖と急増する救急搬送に伴
い、救急医療の存続が危ぶまれ、「地域医療」
が崩壊に直面し、救えるはずの命が助からない
事態が現実になろうとしています。
　そこで今回、本市における今後の医療対策に
取り組むことを目的に、市内医療機関および市

消防局の協力を得て、救急・急患として対応し
た際の実態を調査しました。この調査結果を基
に地域医療の現状を見てみましょう。

▼調査方法…�調査協力機関の統計データを集計
▼調査件数…□市内医療機関＝ 4,082 件
　　　　　　□市 消 防 局＝����558 件

　全国で地域医療の崩壊が叫ばれる背景の１つとして、
「２〜３日前から具合が悪い」・「朝から具合が悪い」にも
かかわらず、夜間など診療時間外に病院へ行く方が多い
ためと考えられています（いわゆる「コンビニ受診」）。
　このような状態が続くと、夜間の救急医療体制が崩壊
し、重症患者を受け入れるべき病院の確保が困難となり、
適切な診療が受けられなくなります。

　「助かる命を救いたい」をキーワードに、市民の皆さま
が安心して暮らせるよう、今一度、みんなで考えてみま
せんか。
　そして、医療機関や救急車両の適切な利用をお願いし
ます。

●問合先＝本庁地域医療対策課　� �0996（22）8848

〜

〜

時 所 定　員
��9/��2（水）�
14:00 ～ 15:30

祁 答 院
公 民 館 100人程度

10/��3（土）�
10:00 ～ 11:30

下 甑
公 民 館 100人程度

10/17（土）�
10:00 ～ 11:30

中 央
公 民 館 200人程度

12/��2（水）�
14:00 ～ 15:30

国際交流
センター 300人程度

＊開場は各開始時間の 30分前から
＊全会場、申込不要・先着順

｢

救
急
の
日｣

関
連
行
事

医療資源は限りあるものであり、私たちの命を守るセーフティーネットです




